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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月2日(2014.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶媒中でフェニル酢酸と塩基を混合することによって、酢酸フェニル塩の溶液を調製す
るステップと；
　Ｌ－オルニチンベンゾエートを酢酸フェニル塩の溶液と混合するステップと；
　Ｌ－オルニチンフェニルアセテートを含む組成物を単離するステップと
を含む、Ｌ－オルニチンフェニルアセテート塩を製造するための方法。
【請求項２】
　Ｌ－オルニチンベンゾエートを生成するステップをさらに含み、該Ｌ－オルニチンベン
ゾエートを生成するステップが、Ｌ－オルニチン塩、安息香酸塩および第１の溶媒を混合
して中間体溶液を生成させることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　酢酸フェニル塩と混合する前に、前記中間溶液から塩の少なくとも一部を除去するステ
ップをさらに含み、前記除去される塩がＬ－オルニチン塩でない、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記除去される塩が、少なくとも一部が前記Ｌ－オルニチン塩から由来するアニオンお
よび少なくとも一部が前記安息香酸塩から由来するカチオンを含む、請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　前記Ｌ－オルニチン塩がＬ－オルニチン塩酸塩であり、前記アニオンがクロリドである
、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記安息香酸塩が安息香酸銀であり、前記カチオンが銀イオンである、請求項４または
５に記載の方法。
【請求項７】
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　前記塩の少なくとも一部を除去する前記ステップの前に、塩酸を加えるステップをさら
に含む、請求項３～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記除去される塩の少なくとも約９０重量％が除去される、請求項３～７のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項９】
　Ｌ－オルニチンベンゾエートを生成するステップをさらに含み、
　該Ｌ－オルニチンベンゾエートを生成するステップが、Ｌ－オルニチン塩、安息香酸塩
および第１の溶媒を混合して中間溶液を生成させること、および
　Ｌ－オルニチンベンゾエートを前記中間溶液から単離すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記Ｌ－オルニチンベンゾエートを単離する前に、前記中間溶液から塩の少なくとも一
部を除去するステップをさらに含み、前記除去される塩がＬ－オルニチン塩でない、請求
項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記塩の少なくとも一部を除去する前記ステップの前に、塩酸を加えるステップをさら
に含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　Ｌ－オルニチンベンゾエートを単離するステップが、前記中間溶液からＬ－オルニチン
ベンゾエートを結晶化することを含む、請求項９～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記塩基が、アルカリ金属水酸化物およびアルカリ金属アルコキシドからなる群から選
択される、請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　Ｌ－オルニチンベンゾエートを生成するステップをさらに含み、該Ｌ－オルニチンベン
ゾエートを生成するステップが、Ｌ－オルニチン塩、安息香酸塩および第２の溶媒を混合
して中間溶液を生成させることを含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記組成物が少なくとも約０．１０重量％の安息香酸塩を含む、請求項１～１４のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記組成物が５重量％以下または３重量％以下または１重量％以下の安息香酸塩を含む
、請求項１～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記Ｌ－オルニチン塩がＬ－オルニチン塩酸塩であり、前記安息香酸塩が安息香酸銀で
ある、請求項１４～１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記組成物が少なくとも１０ｐｐｍまたは少なくとも２０ｐｐｍまたは少なくとも２５
ｐｐｍの銀をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記組成物が６００ｐｐｍ以下または１００ｐｐｍ以下または６５ｐｐｍ以下の銀を含
む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記酢酸フェニル塩がアルカリ金属塩である、請求項１～１９のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記アルカリ金属塩が酢酸フェニルナトリウムである、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記組成物が１００ｐｐｍ以下または２０ｐｐｍ以下のナトリウムを含む、請求項２１
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に記載の方法。
【請求項２３】
　前記組成物が０．１重量％以下または０．０１重量％以下のクロリドを含む、請求項１
～２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記組成物が少なくとも１つの特性ピークを含む粉末Ｘ線回折パターンを示す結晶形態
を含み、前記特性ピークが約６．０°、１３．９°、１４．８°、１７．１°、１７．８
°および２４．１°２θからなる群から選択される、請求項１～２３のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項２５】
　Ｌ－オルニチン塩、銀酢酸フェニルおよび溶媒を混合して溶液を生成するステップと；
　Ｌ－オルニチンフェニルアセテートを含む組成物を前記溶液から単離するステップと
を含む、Ｌ－オルニチンフェニルアセテート塩を製造するための方法。
【請求項２６】
　前記Ｌ－オルニチン塩がハライド塩である、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記Ｌ－オルニチン塩がＬ－オルニチン塩酸塩である、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　溶媒中でフェニル酢酸と塩基を混合することによって銀酢酸フェニルを調製するステッ
プをさらに含む、請求項２５～２７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記溶液からＬ－オルニチンフェニルアセテートを単離する前に、前記溶液に塩酸を加
えるステップをさらに含む、請求項２５～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記組成物が少なくとも１０ｐｐｍまたは少なくとも２０ｐｐｍまたは少なくとも２５
ｐｐｍの銀をさらに含む、請求項２５～２９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記組成物が６００ｐｐｍ以下または１００ｐｐｍ以下または６５ｐｐｍ以下の銀を含
む、請求項２５～３０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３２】
　前記組成物が１００ｐｐｍ以下または２０ｐｐｍ以下のナトリウムを含む、請求項２５
～３１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３３】
　前記組成物が０．１重量％以下または０．０１重量％以下のクロリドを含む、請求項２
５～３２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３４】
　前記組成物が少なくとも１つの特性ピークを含む粉末Ｘ線回折パターンを示す結晶形態
を含み、前記特性ピークが約６．０°、１３．９°、１４．８°、１７．１°、１７．８
°および２４．１°２θからなる群から選択される、請求項２５～３３のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項３５】
　請求項１～３４のいずれか一項に記載の方法にしたがって調製された組成物。
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